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I. 調査の概要 

（1）調査の目的 

鶴見区では、お住まいの地域における、コミュニティづくり、防災、防犯など安心・安全なまちづくり、

高齢者の見守り、子育てなどの地域福祉、その他地域特性に即した地域課題の解決に向けて、住民参加に

よる自律的な地域運営が実現できるよう、さまざまな活動主体と地域との連携や協働を促進していると

ころです。 

一方、地域活動への参加者の減少や、担い手不足など、今後の活動運営に不安を感じておられる地域が

見受けられるのも実情です。 

そこで、皆様方に活動に関心を持っていただき、ご参加いただくことにより、今後もいきいきと健康に

お過ごしいただきたく、地域活動団体等についてご紹介するとともに、新たな担い手確保に向けた施策

の企画立案の参考資料といたしたく、皆様方の地域活動に対する意識調査（アンケート）を実施いたしま

す。 

 

（2）実施状況 

 実施期間 令和４年 10月 13 日（木）～10月 26 日（水） 

 実施方法 郵送によるアンケート 

 対象者  令和４年４月１日現在 60 歳・61歳の鶴見区民全員（外国籍住民を含む） 

 対象者数 2,246 名 

 宛先不明による返戻件数 11 名 

 回答者数 750 名（回収率 33.6%） 

 

（3）報告書に関する留意点について 

 回答構成比（％）は、設問ごとの回答者数を 100％として、各実数をもとに算出した数値の少数第２

位を四捨五入しています。そのため、構成比の合計が 100％と一致しない場合があります。 

 本文や図表中の選択肢表記は、場合によっては語句を短縮・簡略化している場合があります。 

 図表に関して、上段は実数、下段はパーセンテージです。 
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II. アンケート集計結果表 

ご回答いただいた方の基本事項 

 

性別 

 

 

地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全

 
 

体
男 女

選
び

た
く

な
い

回答者計（名） 750 282 454 14

回答者計（％） 100 37.6 60.5 1.9

緑地域

（みどり小学校区、

新森小路小学校区）

3.5%

鶴見北地域

（鶴見小学校区）

4.7%

鶴見地域

（鶴見南小学校区）

8.9%

榎本地域

（榎本小学校区）

14.9%

今津地域

（今津小学校区）

10.5%

茨田南地域

（茨田南小学校区）

10.8%
茨田地域

（茨田小学校区）

6.8%

茨田東地域

（茨田東小学校区）

4.4%

茨田北地域

（茨田北小学校区）

5.3%

焼野地域

（焼野小学校区）

2.3%

茨田西地域

（茨田西小学校区）

7.5%

横堤地域

（横堤小学校区）

10.4%

分からない

10.0%

男

37.6%

女

60.5%

選びたくない

1.9%

(n=750)
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（

茨

田

南

小
学

校

区

)

茨

田
地

域

（

茨

田

小
学

校

区

)

茨

田

東
地

域

（
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（
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分
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な

い

全  体（名） 750 26 35 67 112 79 81 51 33 40 17 56 78 75
全  体（％） 100 3.5 4.7 8.9 14.9 10.5 10.8 6.8 4.4 5.3 2.3 7.5 10.4 10

男（名） 282 10 17 26 40 33 31 21 10 11 6 15 36 26

男（％） 100 3.5 6 9.2 14.2 11.7 11 7.4 3.5 3.9 2.1 5.3 12.8 9.2

女（名） 454 16 18 39 71 46 50 29 21 28 11 39 41 45
女（％） 100 3.5 4 8.6 15.6 10.1 11 6.4 4.6 6.2 2.4 8.6 9 9.9

選びたくない（名） 14      -      - 2 1      -      - 1 2 1      - 2 1 4
選びたくない（％） 100      -      - 14.3 7.1      -      - 7.1 14.3 7.1      - 14.3 7.1 28.6
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仕事の状況 
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０
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０
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回答者計（名） 750 6 40 40 657 7

回答者計（％） 100 0.8 5.3 5.3 87.6 0.9

フルタイムの

仕事をしている

40.1%

パートタイムの

仕事をしている

24.0%

自営業

8.5%
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25.3%

不明

2.0%

(n=750)
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１年以上５年未満
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１０年以上

87.6%
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0.9%

(n=750)
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回答者計（名） 750 301 180 64 190 15

回答者計（％） 100 40.1 24 8.5 25.3 2
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問１ お住まいの地域には、地域におけるさまざまな課題を解決するため、「地域活動協議会（地活協）」

が活動しています。 あなたは、「地域活動協議会（地活協）」を知っていますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「地域活動協議会（地活協）」を知っている人の割合は、全体の 52.4％。 

 

【性別】 

「地域活動協議会（地活協）」を知っている人の割合は、男性が 42.9％、女性が 58.4％。 

 

【地域別】 

「地域活動協議会（地活協）」を知っている人の割合は、茨田南地域が 64.2％、横堤地域が 61.5％、 

鶴見地域が 55.2％、榎本地域が 54.4％、緑地域が 53.9％、茨田北地域が 52.5％、今津地域が 51.9％、

茨田西地域が 51.8％、焼野地域が 47％、茨田地域が 47％、鶴見北地域が 45.7％、茨田東地域が 42.5％。 

 

【仕事の状況別】 

「地域活動協議会（地活協）」を知っている人の割合は、「していない」が 60.6％、 

パートタイムの仕事が 53.3％、フルタイムの仕事が 49.1％、自営業が 48.5％。 

  

 

 
全

 
 

体

名
称
、

仕

組
み

を
知
っ

て

い
る

名

称

は

知
っ

て

い

る

が
、

仕

組

み

は

知

ら

な

い

知

ら
な

い

回答者計（名） 750 134 259 357

回答者計（％） 100 17.9 34.5 47.6

名称

仕組みを

知って

いる

17.9%

名称は

知って

いるが

仕組みは

知らない

34.5%

知らない

47.6%

(n=750)
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問２ 「地域活動協議会（地活協）」を知ったきっかけは何ですか。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「区の広報紙」（50.4％）、「地活協の広報紙」（30.5％）、 

「活動している知人、友人」（29.5％）の順に多い。 

 

【性別】【地域別】 

男性・女性ともに「区の広報紙」が最も多く、男性は 42.1%、女性は 54.3％。 

次いで、男性は「活動している知人、友人」（31.4％）、女性は「地活協の広報紙」（35.8％）が多い。 

全ての地域で「区の広報紙」が最も多く、最多は鶴見北地域の 81.3％。 

 

【仕事の状況別】 

フルタイムの仕事、パートタイムの仕事、「していない」は「区の広報紙」が最も多く、 

最多は「していない」の 60.9％、自営業は「活動している知人、友人」（41.9％）が最も多い。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 学校の PTA 活動をしていたため 

 町会、連合などへの参加。 

 妻が町会長、女性部役員をしていた。 

29.5

30.5

50.4

15.0

14.8

0.5

0 20 40 60

活動している知人、友人

地活協の広報紙

区の広報紙

イベントへの参加

その他

不明

(%)
(n=393)
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体

活
動
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る

知
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、

友
人

地
活

協
の
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報

紙

区

の
広

報
紙

イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加

そ
の

他

 

 
不

 
 

明

回答者計（名） 393 116 120 198 59 58 2

回答者計（％） 100 29.5 30.5 50.4 15 14.8 0.5
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【地域活動協議会（地活協）の認知別】 

「地域活動協議会（地活協）の名称、仕組みを知っている」人のうち、 

「活動している知人、友人」をきっかけに知った人が 45.5％と最も多く、 

次いで「区の広報紙」をきっかけに知った人が 38.8％と 2番目に多い。 

 

「地域活動協議会（地活協）の名称は知っているが、仕組みは知らない」人のうち、 

「区の広報紙」をきっかけに知った人が 56.4％と最も多く、次いで 

「地活協の広報紙」をきっかけに知った人が 28.2％と 2番目に多い。 

  

29.5

45.5

21.2

0 20 40 60
全体

(n=393)

名称、仕組みを知っている
(n=134)

名称は知っているが、
仕組みは知らない

(n=259)

30.5

35.1

28.2

0 20 40 60

50.4

38.8

56.4

0 20 40 60
(%)

15.0

22.4

11.2

0 20 40 60

全体
(n=393)

名称、仕組みを知っている
(n=134)

名称は知っているが、
仕組みは知らない

(n=259)

14.8

23.1

10.4

0 20 40 60

0.5

0.0

0.8

0 20 40 60
(%)

活動している知人

、友人
地活協の広報紙 区の広報紙

イベントへの参加 その他 不明

  
 
全
 
 
体

活
動
し
て
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る

知
人
、

友
人

地
活
協
の
広
報
紙

区
の
広
報
紙

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加

そ
の
他

 
 
不
 
 
明

  全  体 393 116 120 198 59 58 2
 100 29.5 30.5 50.4 15 14.8 0.5
名称、仕組みを知っている 134 61 47 52 30 31      -
 100 45.5 35.1 38.8 22.4 23.1      -
名称は知っているが、仕組みは知らない 259 55 73 146 29 27 2
 100 21.2 28.2 56.4 11.2 10.4 0.8
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問３ あなたがこれまでに参加したことがある活動を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】  

参加したことがある活動の中では「盆踊り・夏祭り」（41.7％）、 

「運動会」（34.3％）、「防災訓練」（27.6％）の順に多い。 

 

 

 

27.6

2.8

7.3

2.5

24.0

34.3

19.6

13.6

1.3

3.9

41.7

0.9

6.7

2.3

38.5

0 10 20 30 40 50

防災訓練

青色防犯パトロール

子ども見守り活動

防犯一斉行動

歳末夜警

運動会

もちつき大会

ふれあい喫茶

子育てサロン

高齢者食事サービス

盆踊り・夏祭り

百歳体操

ペットボトル回収
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いずれも無い
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(n=750)
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回答者計（名） 750 207 21 55 19 180 257 147 102 10 29 313 7 50 17 289

回答者計（％） 100 27.6 2.8 7.3 2.5 24 34.3 19.6 13.6 1.3 3.9 41.7 0.9 6.7 2.3 38.5
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【性別】 

男性は「いずれも無い」（43.3％）が最も多く、次いで「盆踊り・夏祭り」（32.3％）が多い。 

女性は「盆踊り・夏祭り」（48.2％）が最も多く、次いで「運動会」（37.7％）が多い。 

 

【地域別】 

各地域で参加したことがある活動の中で最多の活動をみると、「盆踊り・夏祭り」となった地域は 8地域 

（焼野地域：58.8％、茨田南地域：51.9％、茨田地域：39.2％、茨田東地域：36.4％、茨田北地域：50％、

緑地域：50％、茨田西地域：48.2％、今津地域：38.0％）、 

「運動会」となった地域は 3地域（横堤地域：50％、鶴見北地域：48.6％、榎本地域：46.4％）、 

「盆踊り、夏祭り」「運動会」が同率となった地域は 1地域（鶴見地域：41.8％）。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 近所の公園の掃除 

 区民祭り 

 みそ作り講習会 
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問４ 活動へ参加したきっかけは何ですか。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

参加したきっかけは「知人・友人に誘われて」（35.1％）が最も多く、 

次いで「イベントのチラシ（回覧板）」（20.8％）。 

  

【性別】 

男性・女性ともに「知人・友人に誘われて」が最も多く、男性は（40.6％）、女性は（32.1％）。  
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【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】  

 

 マンションの抽選で無理やり。 

 班長になったから。 

 PTA、子ども会、町会 

 活動してるから。 

 自治会役員の活動の一環として 

 町会・班長の当番で参加、手伝い。 

 順番に役が回って来るので、いやおうなしに手伝いにかり出された為 

 子供がいたから。 

 町会の役に立ったため。 

 マンションの自治会。 

 住んでいるマンションのポスター 

 マンションで役員になったから。 

 町会長に選出されたため 

 子供が小学生など低学年だったから。 

 町会の役員として参加。児童の保護者として参加。 

 輪番制 

 スタッフです。 

 女性部長をしている為 

 市営住宅で役員になったから。 

 管理組合の役員の活動のひとつとして。 

 ボランティア 

 地域女性会役員時 

 青指/青福にて参加 

 体協に入っていたので 

 運動会は班長からの誘い（知らせ）。 

 自主的に。 

 子供関係で参加。 
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問５ 参加した活動（イベント等）において感じたことをご記入ください。 

【自由記入】 

＜好意的な意見＞ 

 盆踊り、夏祭りは良い催し物だと思いますが、売店等の運営に問題があると思います。 

 参加してみたら楽しかった。 

 以前住んでいた榎本町は規模が大きくおもしろかったです。 

 役に立った。 

 地域活動協議会の方々が大変な準備をされていてありがたいです。 

 生涯学習は楽しく思い出になりました 

 やって良かった 

 スポーツの楽しさを体験する事が出来ました。 

 防災の必要性を強く感じた。 

 食事サービスは朝から調理が大変でしたが喜ばれていました。 

 運動会、盆踊り→楽しいから、おもしろいから。 

 こんなイベントがあるんだ。防災←これはもっとみんな参加すべきと思いました。 

 たまにはいいなと思った。 

 人の役に立つボランティア 

 榎本連合は力を入れていると感じた 

 地味なことであるが貴重な活動だと思いました。 

 飲み物や食べ物も売っているので、とても楽しかったです。コロナで中止されているので、再開を楽

しみにしております。 

 運動会は楽しかったが、盆踊りのお手伝いは大変だった(人数がたりてないため)。 

 動けない人の救助など、いざという時に役に立てればいいなあと思いました。 

 見守り活動でボランティアの時、病気や急用の時に変更が出来なかった。 

 繰り返しの参加が必要と感じた。 

 高齢者食事サービスの調理補助。 

 忙しかったけれど皆さんがんばっておられました。コロナ禍でその後中止になりましたが。 

 子どもが小さいころの運動会、それなりに楽しかった。 

 鶴見区祭り 

 人間関係が勉強になる。 

 地域で子どもたちの安全のため、見守りなど大切なことと思います。 

 うまく企画、運営されていたと思います。 

 楽しく参加させて頂きました。防犯訓練はとても為になりました。 

 今まで知らなかった活動がたくさんある事を知りました 

 防災訓練は勉強になった。 

 災害時の訓練で体験できてよかった。今後にいかしていきたい。子育てサロンでしていた。会話を通

して子育ての不安の解消に役立てたい。今はコロナでできていないので残念です。 
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 すばらしい活動。仕事をしていると平日の昼の参加はむずかしい。 

 防災訓練に参加した際、いざという時動けるようになるためにも、何度か参加する必要があると感じ

た。 

 こんな感じで活動しているのかと知り得た。 

 子どもが下校する時間に当番の時間があまり合っていない。 

 

＜好意的な意見のうち、人との会話やふれあい等に関するもの＞ 

 夏祭り、コロナ禍の中、子供会の人達が色々と考えて、楽しいイベントになりました。 

 準備は大変だけどそれなりに楽しめていると思う。 

 皆と仲良くなれました。繋がりを感じました。 

 地域の知り合いが増えた 

 地域住民とのふれあいができる。 

 子供も含めた地域内交流の場として、有用と考えられた。 

 日頃会えない人と会って楽しく活動したり、会話ができうれしい。 

 普段会話をされない方とも友好を築けたこと。 

 楽しかった。知らない人と話ができてよかった。 

 顔見知りが増えてよかった。 

 大人も子どももみんなで楽しめた。 

 当時子供も小さく近隣の人もあまり知らなかったので顔見知りのある人（挨拶程度ですが）ができて

よかったです。 

 子どもと一緒で楽しめた。 

 もちつき大会は子どもたちの楽しそうな顔が見られ、いい活動だと思った。 

 ご近所の方の顔を覚えられた。 

 地域の方との交流ができて楽しかった。 

 見た事ある人だけど、お名前もわからず、行事を通じてお話しできたことがよかったです。 

 子供が幼い時には、貴重な地域とかかわる場だった。 

 地域の方々とふれあい色々な事がわかる。 

 大人も子どももすごく楽しそうでよかったです。役員は大変そうでした。 

 青指を通じて、地域の人との関わりができてよかったと思う。青指のソフトボール大会では、子ども

らとも関わりができよかったと思う。 

 地域役員の方々のご尽力でたくさんの楽しさや感動とふれあいが嬉しいです。 

 夏祭りのイベントで子供がいきいきしていた。親たちは役員の方々は大変そうでした。 

 人と人とのふれあいを感じました。 

 

＜否定的な意見＞ 

 夏祭りなどの飲食の値段、子供には高いと思います。 

 盆踊りの警備、夜回り共にムダ。 

 必要のない集まりも多いように感じました。 
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 騒音苦情で時短になっていて効果が感じられない。 

 中止にしてもよいものもあった。 

 組長が高齢なため、防災訓練をまともに裁くことが出来ずいつも不満が残っています。訓練への参加

数が少ない。 

 段取りが大変 

 個人的都合の有無を言わさず強制的に参加させられて不愉快だった。退職後であれば、参加しても良

いと思った。 

 前日から準備があり、当日も朝早くから出ていき、家庭はほったらかしになりました。半強制だった

ので、厳しかったです。 

 準備･片付けの大変さ、イベントによる地域の活気。 

 とても大変で、精神的にも肉体的にも疲れた。 

 子育て中だったのでかなり大変でした。 

 2 年間頼まれて町会長を務めました。行政からの支援金等が年々削られて町会費を上げるか既存の催

しをやめるかしないと、いずれ会計が破綻すると思いました。鶴見区が地域活動に熱心だとは全く思

いません。 

 地域格差を感じる。 

 若い人が参加していない。 

 コロナで中止が多くて参加したくてもできませんでした。 

 役員さんになる人が不足としているのか？と感じました。 

 

＜否定的な意見のうち、人との会話やふれあい等に関するもの＞ 

 やっている中心的な人たちだけが熱心にやっている印象、入りにくい。 

 参加者がかたよっている。 

 当番で参加したがどことなく"時間がある人""好きでやってる"風な周囲からの感じがして誰でもが

協力し助け合ってるいいイメージではなかった。 

 知り合いが居ないとさびしい。 

 一定期間でしたが、ほぼ同じ方が居られたような感じがしました。 

 

＜今後への意見＞ 

 連合運動会は高年齢化により今後なくてもよい。参加するのは決められた役員、その他なので。地域

の餅つきも子供がいなく子供会が存在しないし、大人の飲み会状態なのでいらない。 

 参加することで仕組(誰が計画するか、お金の支出など)知ることができた。参加したことのない人も

気軽に参加できるようになったらよい。 

 防災訓練の時間帯を午後に変えてほしい。 

 

＜その他＞ 

 熱心に活動されている方が多くてびっくりした。 

 楽しんでいますが、体がきつい。 
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 いつも参加者が同じ 

 参加する人としない人が、きっちり別れている。 

 結構高齢の方がイベントを支えてくださっています。 

 実際の災害時に役立つかは不明 

 町会の役員とし参加する時は、準備、片付けなどが大変だった。 

 体力が必要。 

 ボランティアでされていたご高齢の方々がだんだん参加されにくい仕組になってきているのか。

個々が楽しむものになっている。 

 経験の差があった 

 集合住宅への対応が難しい。 

 やきそば、たません、ビール、ジュース販売など出店し、 

 コロナの影響も有り規模が小さくなったと感じた。 
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１ 地域活動協議会（地活協） 

問６ あなたが関心のある活動を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

 関心のある活動の中で「防災訓練」（26.7％）が最も多く、 

「盆踊り・夏祭り」（17.2％）、「子ども見守り活動」（15.7％）と続く。  

 

【性別】 

 男性・女性ともに関心のある活動の中では「防災訓練」が最も多く、男性は 26.2％、女性は 26.9％。 
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【地域別】 

 各地域で最も関心のある活動は、「防災訓練」となった地域が８地域（鶴見北地域：31.4％、鶴見地域：

34.3％、榎本地域：34.8％、今津地域：22.8％、茨田東地域：27.3％、茨田北地域：25％、茨田西地域：

33.9％、横堤地域：26.9％）。 

また「盆踊り・夏祭り」となった地域が２地域(茨田南地域：27.2％、茨田地域：21.6％)、 

「防災訓練」「盆踊り・夏祭り」が同率となった地域は１地域（緑地域：30.8％）、 

「もちつき大会」となった地域が１地域(焼野地域：23.5％)。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】  

 

 認知症カフェなど。 

 老人スマホ教室 

 お年寄りや子供、交流のある地域であればどんな活動も関心あり。 

 リサイクル、リユース 

 子ども食堂 

 みそ作り 

 介護相談 

 緑化活動、鶴見緑地の清掃。 

 ヤングケアラー 

 ふれあい喫茶のように憩いの場。 

 警察のパトロール強化。中高生の夜たむろ。改造バイクの騒音。 

自転車の車道逆走。自転車のスマホ運転。自転車の信号無視→迷惑。 

 古紙回収 

 だんじり警備  
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２ 地域振興町会（町会） 

問７ あなたのお住まいの地域に、住民の自治組織である地域振興町会（町会）があります。あなたは、

地域振興町会（町会）に加入していますか。【１つ選んでください】 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「加入している」（73.6％）が最も多く、「分からない」（15.1％）、「加入していない」（11.3％）が続く。  

 

【性別】 

 男性・女性ともに「加入している」が最も多く、男性は 68.8％、女性は 76.9％。  

 

【仕事の状況別】 

「加入している」と答えた人の割合はフルタイムの仕事では 72.8％、 

パートタイムの仕事では 76.7％、自営業では 78.1％、「していない」では 70％。 

 

【「加入していない場合、どういった場合に加入を考えるか」に回答された方のご意見（抜粋）】 

 

 肉体的、心理的負担が少ない場合。 

 今は家族の介護で参加する時間がない。この先、時間ができたら加入を考えたいと思っている。 

 町会がなくなりました。町会があったら加入します。 

 無職になり自由な時間が出来た時。 

 時間に余裕ができたら。 

 仕事退職後ペットもいなくなったら。 

 集合住宅であり、活動が目に見えないので目に見える活動をするなら協力します。 

 災害が発生した時、不安に思った時。 

 活動内容がわかった上で検討する。 

 定年退職後の社会交流として。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
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３ 諸団体・諸活動 

問８ お住まいの地域には、さまざまな団体が目的に応じて地域活動に取り組んでいます。 次の中から、

あなたが知っている団体や活動を選んでください。【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

 知っている団体の中では「地域社会福祉協議会」（40.5％）が最も多く、次いで、 

「鶴見区老人クラブ連合会」（33.7％）、「鶴見区地域女性団体協議会（女性会）」（33.3％）、 

「鶴見区民生委員児童委員協議会」（24.1％）の順に多い。 

 

【性別】 

 男性は「地域社会福祉協議会」（33.3％）が最も多く、次いで、 

「鶴見区老人クラブ連合会」（24.5％）が多い。女性は「地域社会福祉協議会」（45.4％）が最も多く、 

次いで「鶴見区地域女性団体協議会（女性会）」（43％）が続く。 
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見
区

地
域

女
性

団
体

協
議

会
（

女
性

会

)

鶴
見

区
生

涯
学

習

推

進
員

連
絡

会

鶴

見
区

食
生

活
改

善

推
進

員
協

議
会

鶴
見

区
民

生
委

員

児
童

委
員

協
議

会

鶴

見
区

体
育

厚
生

協
会

及

び
鶴

見
区

ス
ポ
ー

ツ

推
進

委
員

協
議

会

鶴

見
地

区
保

護
司

会

種

か
ら

育
て

る

地

域
の

花
づ

く
り

活
動

地

域
防

災
リ
ー

ダ
ー

そ
の

他

い
ず

れ
も

無
い

750 304 253 250 158 44 181 147 72 83 120 8 276

100 40.5 33.7 33.3 21.1 5.9 24.1 19.6 9.6 11.1 16 1.1 36.8

40.5

33.7

33.3

21.1

5.9

24.1

19.6

9.6

11.1

16.0

1.1

36.8

0 10 20 30 40 50

地域社会福祉協議会

鶴見区老人クラブ連合会

鶴見区地域女性団体協議会（女性会）

鶴見区生涯学習推進員連絡会

鶴見区食生活改善推進員協議会

鶴見区民生委員児童委員協議会

鶴見区体育厚生協会及び
鶴見区スポーツ推進委員協議会

鶴見地区保護司会

種から育てる地域の花づくり活動

地域防災リーダー

その他

いずれも無い

(%)
(n=750)
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 【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 鶴見区青少年福祉委員連絡協議会 

 青少年指導員、青少年福祉委員連絡協議員、連絡協議会、子ども会  
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３ 諸団体・諸活動 

問９ あなたが加入又は参加している団体や活動を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

いずれの団体も、「加入又は参加している」と答えた人の割合は 5％未満。  

 

【性別】 

男性では「地域防災リーダー」（3.9％）が最も多く、 

女性では「鶴見区地域女性団体協議会（女性会）」（7.9％）、が最も多い。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 青福 

 防犯 

 鶴見区身体障害者福祉協会 

 鶴見区青少年福祉委員連絡協議会  

 

 
全

 
 

体

鶴

見
区

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

鶴

見
区

地
域

女
性

団
体

協
議

会
（

女
性

会

)

鶴
見

区
生

涯
学

習

推

進
員

連
絡

会

鶴

見
区

食
生

活
改

善

推
進

員
協

議
会

鶴
見

区
民

生
委

員

児
童

委
員

協
議

会

鶴

見
区

体
育

厚
生

協
会

及

び
鶴

見
区

ス
ポ
ー

ツ

推
進

委
員

協
議

会

鶴

見
地

区
保

護
司

会

種

か
ら

育
て

る
地

域
の

花

づ
く

り
活

動

地

域
防

災
リ
ー

ダ
ー

そ
の

他

い
ず

れ
も

無
い

750 2 37 5 1 5 8 3 2 15 16 666

100 0.3 4.9 0.7 0.1 0.7 1.1 0.4 0.3 2 2.1 88.8

0.3

4.9

0.7

0.1

0.7

1.1

0.4

0.3

2.0

2.1

88.8

0 20 40 60 80 100

鶴見区老人クラブ連合会

鶴見区地域女性団体協議会（女性会）

鶴見区生涯学習推進員連絡会

鶴見区食生活改善推進員協議会

鶴見区民生委員児童委員協議会

鶴見区体育厚生協会
及び鶴見区スポーツ推進委員協議会

鶴見地区保護司会

種から育てる地域の花づくり活動

地域防災リーダー

その他

いずれも無い

(%)
(n=750)
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３ 諸団体・諸活動 

問 10 各団体の次の 1～37 の活動の中から、あなたが関心のある活動を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

  

 

健
康

づ
く

り
活

動

仲
間

づ
く

り
活

動

友
愛

活
動

奉
仕

活
動

女

性
学

習
会

講
演

会

み
そ

作
り

講
習

会

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

大
会

文
化

祭

生

涯
学

習
ル
ー

ム

事
業

生
涯

学
習

ル
ー

ム

フ
ェ

ス
テ
ィ

バ

ル

学

び
舎

つ
る

み

(

生

涯
学

習
一

日
体

験
講
座

)

お
も

て
な

し
茶

会

区
の

生
涯

学
習

の

事

業
へ

の
協

力

回答者計（名） 750 169 59 14 40 40 42 63 16 29 95 22 48 32 21

回答者計（％） 100 22.5 7.9 1.9 5.3 5.3 5.6 8.4 2.1 3.9 12.7 2.9 6.4 4.3 2.8

プ

レ
マ

マ
ク
ッ

キ

ン
グ

お
や

こ
の

食
育

教
室

シ

ル
バ
ー

世

代
の

た
め
の

ヘ
ル

シ
ー

お
手

軽
料

理
教

室

男
性

の
料

理
教

室

生

涯
骨

太
ク
ッ

キ

ン
グ

食

育
フ
ェ

ス

タ

高
齢

者
世

帯
へ

の

訪
問

・
見

守
り

活
動

生
活

に
関

す
る

相
談

児
童

や
妊

産
婦

へ
の

情
報

提
供

や
援

助

区
民

レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
事

業

各
種

ス
ポ
ー

ツ

団
体

（

連

盟

)

と
の

共
催

に

よ
る

体
育

活
動

の
実
施

市
長

杯
の

運
営

協
力

区

内
ス

ポ
ー

ツ

イ

ベ
ン

ト
の

運
営

協
力

ニ
ュ
ー

ス

ポ
ー

ツ
の

普
及
活

動

大

阪
市

で
開

催
さ

れ
る

大
規

模
ス

ポ
ー

ツ

イ

ベ
ン

ト
の

運
営

協
力

回答者計（名） 13 17 85 57 36 52 133 69 41 70 35 6 36 11 69

回答者計（％） 1.7 2.3 11.3 7.6 4.8 6.9 17.7 9.2 5.5 9.3 4.7 0.8 4.8 1.5 9.2

 種から
育てる地域
の花づくり

活動

犯

罪
や

非

行

を
し

た
人

へ

の
社

会

復

帰
の

支
援

社

会
を

明
る

く
す

る
運
動

（

社
明

運
動

)

青
少

年
健

全
育

成
大

会
の
協

力

花
の

種
ま

き
、

花
苗

の
育

成

（

育
苗

箱

・

ト
レ

イ
へ

の

移
植
、

水

や
り

等

)

災
害

時
の

初
期

消
火

救

出
救

援
活

動

地
域

で
の

防

災

訓
練

・
啓

発

つ
る

み

ん

ピ
ッ

ク

（

1
2

地
域

対

抗

防
災

競
技

会

)

そ

の

他

い

ず
れ

も
無

い

回答者計（名） 37 51 46 130 74 99 11 10 298

回答者計（％） 4.9 6.8 6.1 17.3 9.9 13.2 1.5 1.3 39.7

 

鶴見区食生活改善推進員協議会
鶴見区民生委員
児童委員協議会

鶴見区体育厚生協会及び
鶴見区スポーツ推進委員協議会

鶴見地区保護司会 地域防災リーダー

 

 
全

 
 

体

鶴見区老人クラブ連合会 鶴見区地域女性団体協議会（女性会） 鶴見区生涯学習推進員連絡会
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22.5

7.9

1.9

5.3

5.3

5.6

8.4

2.1

3.9

12.7

2.9

6.4

4.3

2.8

1.7

2.3

11.3

7.6

4.8

6.9

17.7

9.2

5.5

9.3

4.7

0.8

4.8

1.5

9.2

4.9

6.8

6.1

17.3

9.9

13.2

1.5

1.3

39.7

0 10 20 30 40 50

健康づくり活動

仲間づくり活動

友愛活動

奉仕活動

女性学習会

講演会

みそ作り講習会

バレーボール大会

文化祭

生涯学習ルーム事業

生涯学習ルームフェスティバル

学び舎つるみ
（生涯学習一日体験講座）

おもてなし茶会

区の生涯学習の事業への協力

プレママクッキング

おやこの食育教室

シルバー世代のための
ヘルシーお手軽料理教室

男性の料理教室

生涯骨太クッキング

食育フェスタ

高齢者世帯への訪問・見守り活動

生活に関する相談

児童や妊産婦への情報提供や援助

区民レクリエーション事業

各種スポーツ団体（連盟）との
共催による体育活動の実施

市長杯の運営協力

区内スポーツイベントの運営協力

ニュースポーツの普及活動

大阪市で開催される大規模スポーツイベント
（大阪マラソンなど）の運営協力

犯罪や非行をした人への社会復帰の支援

社会を明るくする運動
（社明運動）

青少年健全育成大会の協力

花の種まき、花苗の育成
（育苗箱・トレイへの移植、水やり等）

災害時の初期消火救出救援活動

地域での防災訓練・啓発

つるみんピック
（12地域対抗防災競技会）

その他

いずれも無い

(%)
(n=750)
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【全体的傾向】 

 関心のある活動の中では「健康づくり活動」（22.5％）、「高齢者世帯への訪問・見守り活動」（17.7％）、

「花の種まき、花苗の育成、花苗の出荷・植え付け、花壇のお世話」（17.3％）、の順に多い。  

 

【性別】 

男性は「健康づくり活動」（17.7％）、女性は「健康づくり活動」（26.2％）が最も多い。 

 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 

 清掃、ゴミ拾いなどのボランティア。 

 防犯今津支部 

 音楽、演奏会開催など 学校との連携 

 青福、リレージョギング大会 

 スポーツフィッシング大会 
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４ 活動への取組みの可能性 

問 11 あなたは、ボランティアとして、地活協や諸団体等の活動に取り組みたいと思いますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「ボランティアとして活動に取り組んでいないが、取り組みたいと思う」 

と答えた人の割合は、全体の 25.2％。  

 

【性別】 

「ボランティアとして活動に取り組んでいないが、取り組みたいと思う」 

と答えた人の割合は、男性では 27％、女性では 24.4％。  

 

【仕事の状況別】 

「ボランティアとして活動に取り組んでいないが、取り組みたいと思う」 

と答えた人の割合は、フルタイムの仕事では 28.9％、 

パートタイムの仕事では 18.9％、自営業では 25％、「していない」は 25.3％。  

 

 
全

 
 

体

す

で
に

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア

と

し
て

活
動

に

取
り

組
ん

で
い

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

し

て

活

動

に

取

り

組

ん

で

い

な

い

が

取

り

組

み

た

い

と

思

う

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

し
て

活

動
に

取
り

組
み

た
い

と

思
わ

な
い

 

 
不

 
 

明

750 51 189 481 29

100 6.8 25.2 64.1 3.9

すでに

ボランティア

として活動に

取り組んで

いる

6.8%

ボランティア

として活動に

取り組んで

いないが

取り組み

たいと思う

25.2%ボランティア

として活動に

取り組み

たいと思わない

64.1%

不明

3.9%

(n=750)
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４ 活動への取組みの可能性 

問 12 あなたが取り組んでいるボランティア活動は何ですか。前記 問３及び 問 10 に掲げる活動の番号

から選んでください。【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

防
災
訓

練

青
色
防

犯
パ
ト

ロ
ー

ル

子
ど

も
見
守

り
活
動

防

犯
一
斉

行
動

歳
末
夜

警

運
動
会

も

ち
つ
き

大
会

ふ

れ
あ
い

喫
茶

子

育
て
サ

ロ
ン

高
齢
者

食
事
サ
ー

ビ
ス

盆
踊

り
・
夏

祭
り

百
歳
体

操

ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル
回
収

そ
の

他
（

地

活
協

)

回答者計（名） 51 15 3 8 6 8 7 8 8 3 3 15 2 4 2

回答者計（％） 100 29.4 5.9 15.7 11.8 15.7 13.7 15.7 15.7 5.9 5.9 29.4 3.9 7.8 3.9

健
康
づ

く
り
活

動

仲
間
づ

く
り
活

動

友
愛

活
動

奉
仕

活
動

女
性

学
習
会

講

演
会

み
そ
作

り
講
習

会

バ

レ
ー

ボ
ー

ル
大

会

文

化
祭

生

涯
学
習

ル
ー

ム

事
業

生
涯
学

習
ル
ー

ム

フ
ェ

ス

テ
ィ

バ

ル

学
び
舎

つ
る
み

(

生
涯

学
習
一

日
体
験

講
座

)

お
も
て

な
し
茶

会

区
の
生

涯
学
習

の

事
業
へ

の
協

力

回答者計（名） 5 3 1 3 4 3 4      - 5      - 3 1 3 2

回答者計（％） 9.8 5.9 2 5.9 7.8 5.9 7.8      - 9.8      - 5.9 2 5.9 3.9

プ
レ
マ

マ
ク
ッ

キ
ン

グ

お
や

こ
の
食

育
教
室

シ
ル
バ
ー

世
代

の
た
め

の

ヘ

ル
シ
ー

お
手

軽
料
理

教
室

男
性

の
料

理
教
室

生
涯
骨

太
ク
ッ

キ
ン

グ

食

育
フ
ェ

ス
タ

高
齢

者
世

帯
へ
の

訪
問

・
見
守

り
活
動

生
活

に
関
す

る
相
談

児
童

や
妊
産

婦
へ
の

情
報

提
供

や
援
助

区

民
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン

事
業

各
種

ス
ポ
ー

ツ
団
体

(

連
盟

)

と

の
共
催

に

よ
る
体

育
活

動
の
実

施

市
長

杯
の
運

営
協
力

区

内
ス
ポ
ー

ツ

イ
ベ
ン

ト
の

運
営
協

力

ニ
ュ

ー

ス

ポ
ー

ツ

の
普
及

活
動

大
阪
市

で
開

催
さ
れ

る

大
規

模
ス

ポ
ー

ツ

イ
ベ
ン

ト
の

運
営
協

力

回答者計（名）      - 1      -      - 1 2 5 2 3 5 4      - 1      -      -

回答者計（％）      - 2      -      - 2 3.9 9.8 3.9 5.9 9.8 7.8      - 2      -      -

種から

育てる地域の

花づくり活動

犯

罪
や
非

行
を
し

た
人

へ

の
社
会

復
帰
の

支
援

社

会
を
明

る

く
す

る
運
動

（

社

明

運
動

)

青
少

年
健
全

育

成
大

会
の
協

力

花
の

種
ま
き
、

花
苗

の
育

成

（

育
苗

箱

・
ト

レ
イ

へ

の
移
植
、

水
や

り
等

)

災
害
時

の

初
期

消
火

救
出

救

援
活

動

地
域

で
の
防

災
訓
練

・
啓

発

つ
る
み

ん
ピ
ッ

ク

（

1
2

地
域
対

抗
防
災

競
技

会

)

そ

の
他

(

諸
団
体

・
諸
活

動

)

 
 
不

 
 
明

回答者計（名）      -      - 2      - 1 1      -      -      -

回答者計（％）      -      - 100      - 50 50      -      -      -

鶴見区体育厚生協会及び
鶴見区スポーツ推進委員協議会

 

鶴見地区保護司会 地域防災リーダー

 

地域活動協議会（地活協）

鶴見区老人クラブ連合会
鶴見区地域女性団体協議会（女性会）

及び単位女性会（地域女性会）
鶴見区生涯学習推進員連絡会

 

鶴見区食生活改善推進員協議会
鶴見区民生委員
児童委員協議会

 

 
全
 

 
体
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29.4

5.9

15.7

11.8

15.7

13.7

15.7

15.7

5.9

5.9

29.4

3.9

7.8

3.9

9.8

5.9

2.0

5.9

7.8

5.9

7.8

0.0

9.8

0.0

5.9

2.0

5.9

3.9

0.0

2.0

0.0

0.0

2.0

3.9

9.8

3.9

5.9

9.8

7.8

0.0

2.0

3.9

5.9

7.8

3.9

15.7

5.9

13.7

13.7

2.0

5.9

13.7

0 10 20 30 40

防災訓練

青色防犯パトロール

子ども見守り活動

防犯一斉行動

歳末夜警

運動会

もちつき大会

ふれあい喫茶

子育てサロン

高齢者食事サービス

盆踊り・夏祭り

百歳体操

ペットボトル回収

その他（地活協）

健康づくり活動

仲間づくり活動

友愛活動

奉仕活動

女性学習会

講演会

みそ作り講習会

バレーボール大会

文化祭

生涯学習ルーム事業

生涯学習ルームフェスティバル

学び舎つるみ
(生涯学習一日体験講座)

おもてなし茶会

区の生涯学習の事業への協力

プレママクッキング

おやこの食育教室

シルバー世代のための
ヘルシーお手軽料理教室

男性の料理教室

生涯骨太クッキング

食育フェスタ

高齢者世帯への訪問・見守り活動

生活に関する相談

児童や妊産婦への情報提供や援助

区民レクリエーション事業

各種スポーツ団体（連盟）との
共催による体育活動の実施

市長杯の運営協力

区内スポーツイベントの運営協力

ニュースポーツの普及活動

大阪市で開催される大規模スポーツイベント
（大阪マラソンなど）の運営協力

犯罪や非行をした人への社会復帰の支援

社会を明るくする運動
（社明運動）

青少年健全育成大会の協力

花の種まき、花苗の育成
（育苗箱・トレイへの移植、水やり等）

災害時の初期消火救出救援活動

地域での防災訓練・啓発

つるみんピック
（12地域対抗防災競技会）

その他
(諸団体・諸活動)

不明

(%)
(n=51)
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【全体的傾向】 

「防災訓練」「盆踊り・夏祭り」（ともに 29.4％）が最も多い。  

 

【性別】 

男性は「防災訓練」「盆踊り・夏祭り」（ともに 33.3％）、 

女性は「防災訓練」「盆踊り・夏祭り」（ともに 25.9％）が最も多い。  
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４ 活動への取組みの可能性 

問 13 あなたがボランティアとして活動に取り組んだきっかけは何ですか。 

【自由記入】 

 

 依頼があった。 

 町会より推薦 

 今年度町会の役になったため行事などの参加、依頼の調整を行っている。 

これもボランティア活動の一環? 

 子どもの少年(学童)野球がきっかけ。 

 町会の役員をしていて、手伝いを頼まれた。 

 知り合いが活動していて関心をもち参加。 

 子供会、青指 

 町会の班長、役員になったこと。 

 地域の高齢者対する音楽療法を通じて、 

生きがい･身体活動･ひきこもりをなくすため。月１回活動していた。 

 PTA 活動の後女性会活動に参加することとなったから 

 NPO 法人榎本地活協でいきいき指導員を募集していると知ったから。 

 手話サークル活動を通じて 10/２区民まつりでブースの手伝いをした。 

 老人世代が増え、各世代との交流を活発にするためです。 

 公園の草刈り。 

 連合代表の方よりの声掛け 

 大阪市生涯学習インストラクターバングに登録したので。 

 主人が保護司ですので、女性会としての取り組みを同じようにしております。 

 地域の役（班長）をすることとなったため。 

 発達特性を持った人を支援したいと思ったから。 

 地活協の役員の方に声をかけられて。 

 町会長からの依頼⇔PTA→子ども会→青指→青福 

 PTA をしていた。 

 以前あいまちに参加し、町の役に立ちたいと思いました。 

制度だけでは目が届かないと思ったからです。 

 会社でのボランティア活動。 
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４ 活動への取組みの可能性 

問 14 あなたが活動に充てることができる曜日を選んでください。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「土日祝日のみ」と答えた人が全体の 49.2％。 

 

【性別】 

「土日祝日のみ」と答えた人は男性 70％、女性 34.1％。 

 

【仕事の状況別】 

「仕事の状況」別に最も多い項目をみると、フルタイムの仕事は「土日祝日のみ」で 78.7％、 

パートタイムの仕事は「土日祝日のみ」で 41.2％、自営業は「土日祝日、平日を問わない」で 50％、 

「していない」は「平日のみ」で 45.6％。 
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体
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不

 
 

明

回答者計（名） 240 118 48 62 12

回答者計（％） 100 49.2 20 25.8 5

土日祝日のみ

49.2%

平日のみ

20.0%

土日祝日

平日を

問わない

25.8%

不明

5.0%

(n=240)
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４ 活動への取組みの可能性 

問 15 あなたが活動に充てることができる日数を選んでください。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「月に１日程度」（51.7％）、「月に２、３日程度」（32.1％）、「週に１日程度」（11.3％） の順に多い。  

 

【性別】 

男性・女性ともに「月に１日程度」が最も多く、男性は 59％、女性は 46.4％。 

次いで男性・女性ともに「月に２、３日程度」が多く、男性は 28％、女性は 35.5％。 

 

【仕事の状況別】 

フルタイムの仕事、パートタイムの仕事、自営業は「月に１日程度」が最も多く、 

最多はフルタイムの仕事（63.9％）。「していない」は「月に２、３日程度」（33.3％）が最も多い。  
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回答者計（名） 240 124 77 27 4 1 7

回答者計（％） 100 51.7 32.1 11.3 1.7 0.4 2.9

月に１日程度

51.7%

月に２，３日程度

32.1%

週に

１日程度

11.3%

週に２～４日程度

1.7%

週に５日以上

0.4%

不明

2.9%

(n=240)
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４ 活動への取組みの可能性 

問 16 あなたが活動に充てることができる１日当たりの時間を選んでください。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「１時間～３時間程度」（67.5％）が最も多く、次いで「３時間～６時間程度」（20.0％）。  

 

【性別】 

男性・女性ともに「１時間～３時間程度」が最も多く、男性は 62％、女性は 71％。 

 

【仕事の状況別】 

全ての層で「１時間～３時間程度」が最も多く、最多は「していない」（71.9％）。  
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回答者計（名） 240 48 162 22 8

回答者計（％） 100 20 67.5 9.2 3.3

３時間～６時間

程度

20.0%

１時間～３時間程度

67.5%

１時間

未満

9.2%

不明

3.3%

(n=240)
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４ 活動への取組みの可能性 

問 17 あなたが活動に取り組むために必要な条件や環境を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「健康であること」（84.6％）が最も多く、「肉体的な負担が重くないこと」（47.5％）、 

「一緒に活動する仲間がいること」「時間に拘束されないこと」（ともに 46.3％）の順に多い。  

 

【性別】 

男性・女性ともに多い順に「健康であること」が最も多く、男性は 81％、女性は 87％。次いで、 

男性では「時間に拘束されないこと 」（44％）、「肉体的な負担が重くないこと」（39％）、 

女性では「一緒に活動する仲間がいること」（54.3％）、「肉体的な負担が重くないこと」（52.9％）が多い。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 

 人間関係の楽なところ。 

 私の家族皆が健康であることです。 

 仕事と両立できること、強制されず自由に参加できること。 
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回答者計（名） 240 203 111 111 114 77 10 3

回答者計（％） 100 84.6 46.3 46.3 47.5 32.1 4.2 1.3
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その他

不明
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 ベテランの方が丁寧に、しっかり何をするか？指導して下さる事。高飛車に声を掛けない事。 

ちゃんとボランティアとして受け入れてくれる事。 

 強制されないこと 

 現在がん闘病中。肉体的に楽になれば。 

 行う内容に納得できること。 

 精神的、経済的、時間的に余裕があること。 

 自宅から近いこと。 

 家庭の事情（介護両親）  
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４ 活動への取組みの可能性 

問 18 あなたが活動に活かせると思う特技やスキル等をご記入ください。 

【自由記入】 

 

＜抜粋＞ 

 

【健康に関すること】 

 ヨガの講師をしていますので、体を動かすことや呼吸についての指導はできます。 

 健康運動実践指導者です。老健、リハビリケア、デイケア、地域包括で体操しています。 

 健康･元気･明るいこと。 

 筋肉トレーニング（ボディビル） 

 球技などのスポーツ関係。 

 マラソンには自分自身も参加しているのでスポーツは好きです。 

 

【福祉に関すること】 

 乳児の世話。高齢者の話し相手。 

 介護福祉士の資格取得 

 手話、介助(ヘルパー) 

 転勤先でも、町内会役員を受託している。 

 介助、特に視力障がい者（手引き） 

 学習支援など。いきいき活動（放課後見守りなど）。 

 介護の初任者の免許を取りました。取っただけで実践の経験はないですが、 

ボランティアなら出来るかもです。子育て、孫育ての経験を生かせると思います。 

 鶴見緑地がすきなこと。看護師として働いていること。 

 必要とされる支援を自分の出来る範囲で貢献できたらと思っています。 

歌のボランティアや地域のお子様の見守りや高齢者への声かけ 

 医療事務等があるのでそれを考えて、病院に来院する人のお世話をしたいです。 

 保育士 

 青少年健全育成事業の参加経験及び介護福祉士の資格を持っています。 

 介護の実務経験がある 

 ヘルパー２級 

 手話（検定３級） 

 子育ての手伝い。高齢者の見守り、付き添い。 

 老人福祉（ケアマネ）、精神保健福祉士、社会福祉士 

 保育士、看護師、資格はあるが活かせるかどうかはわからない。 

 防災士 応急手当普及員 

 以前、長年働いていた会社での事故防止指導員。 

 現状介護中で無理ですが、身軽になれば、 
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高齢化が進んでいるので、経験を活かして協力出来ればと思っています。 

 学習指導（中学生）、茶華道、相談（不登校、障がい児） 

 

【文化活動に関すること】 

 歌が上手い ギターが弾ける 剣道三段 スマホや ITに詳しい  

 調理 

 凧作り 

 書道を教える。 

 手作りビーズ、体操 

 大阪市生涯学習インストラクター 

 介護予防教室講師をしていた 

 青少年の指導 吹奏楽指導 

 アートセラピー、美術、絵画等絵写経、絵写仏 etc 

 調理師免許あり。 

 鞄作り(革製品)、車の運転。 

 押し花のインストラクター 

 絵手紙、小物づくり 

 手話（簡単な会話のやりとりはできる）。 

 幼児教育、テニス 

 スポーツ関連、パソコン操作、デザイン学習。 

 水泳の基本と楽しさ。・園芸。・着物の着付け。 

 スポーツ、掃除 

 

【環境活動に関すること】 

 草引き 

 花作り、緑化活動 

 農業知識有 

 

【事務的・技術的作業に関すること】 

 フィナンシャルプランナー２級（AFP）、大型２輪、普通自動車免許 

 市民後見人講座受講中 

 トリートメント、ハンドトリートメント、ヘッドマッサージ。 

 話を聞いてあげる。 

 企画 

 キャリアコンサルタント、メンタルヘルスマネジメント検定。 

 特技というものはないのですが、整理整頓をするのが好きです。 

 誰とでもすぐ仲良くなれること！ 

 簡単な水道屋 
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 特技スキルはなし。まじめと体力あり。 

 PC 関係。あまり高度なことは無理ですが、そこそこは操作できます。MS office-soft を含めて。 

 車の運転 

 赤十字健康生活支援員資格、食品衛生責任者、特殊無線士、 

応急手当普及員、国際救急法資格、防火管理者、防災管理者、自衛消防ほか。 

 ヘルスケア関連企業で得た知識。一定の英語力。 
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４ 活動への取組みの可能性 

問 19 活動に対するご希望やご提案（「どのような活動があれば参加したいか」「自ら企画するとしたら

どのような活動がしたいか」等）をご記入ください。【自由記入】 

 

＜好意的な意見＞ 

 地域活動が必要なことがわかっていますが、町会もないので仲間もいませんし、いつか参加できれば

良いと思います。 

 自分の年齢からして、できる範囲は限られますが、人の為にできることがあれば、参加したいです。 

 今の組織でも良く出来ていると思う。特に不満は無い。自分も将来的には参加したり、お世話になる

かもしれない。 

 地域の安心・安全の為に自由参加で参加できる事。1人で立ち上げるというより今行われている活動

のお手伝いができればと思っています。 

 

＜好意的な意見のうち、人との会話やふれあい等に関するもの＞ 

 現在はフルタイムの仕事をしているので参加の時間がない。活動を積極的にやっていただいている

方には非常に感謝している。自分が参加している時にはやはり知人友人と一緒に活動したいと考え

る。一人では中々参加するにはハードルが高い。 

 年金をもらうまで頑張って働かないといけないので、自分の時間さえないですけど仕事をやめた時

は生きがいとして何かを始めたいです。ひとりですし。 

 

＜否定的な意見＞ 

 団体等が多すぎどのような活動をしているか、よく分からない。古株が長く居り、新しく入会しても

意見を言いずらい。地域の収支報告書等を拝見しますが無駄な出費が多く散見されると思います。地

域の地図はすぐにでも廃止して頂きたい。 

 ボランティア活動を行う体力や時間がないのでできません。 

 日々の生活に追われ休日は自身の身体を休めることに費やしている状態なので、活動の参加も考え

られない。遠方の親も気になっている状態です。 

 あまり参加したいと思わない 

 生活に苦しくずっと仕事をしないといけないのでボランティアをする体力、気力がない。 

 今のところ、家族、親族のことで時間がとられ決まった日時に活動できない。 

 コロナ禍で生活ペースが変わり、今は再会する意志はない。 

 今さらもういいかと思っています。 

 現在ボランティア活動に興味はまったくありません。 

 活動の順番が回ってきたらやりますが進んでしたいとは、思わない。自由記入とかいてあるので、防

犯パトロールも大事ですが大阪府の地域でやっている防犯モデル地域と書いて防犯カメラがついて

いる町会がいくつかあります。どんどんやってほしいです。公園や空き巣の入りやすい町会！ 

 腰の具合が悪く、参加出来そうに無い。 

 そもそも単独でのボランティアに自信がないので提案できない。 
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 指名があればボランティアに参加するが、自ら進んでは参加する意志はない。 

 活動したいと思うようなものがない。 

 持病があるため、発作が起きて他者に迷惑をかけてはいけないと思い積極的に参加できない。 

 大阪市の行政がまともに機能しているのならどのような活動も頑張って協力したいと思いますが、

コロナ禍での市長のたいまん(府市一元化などというバカげた政策を強行し、コロナ対策を知事に丸

投げするなど、又カジノの利益の試算も全く現実的でないのに 2400 億ほどのムダ使いをし誘致した

ことなど)な行政が続くかぎりアホらしくて、協力するのもいやになります。 

 病気のため、車イスなので何もできない。 

 リーダーのいる活動の中、複数の付き添いが必要とする場合に参加したい一人で任せられるのは負

担(ケガや迷子など)。 

 参加したくない。 

 仕事と家事で精一杯の毎日です。何か地域の活動に参加しようという気持ちになれないのが実情で

す。 

 足腰が痛いのでボランティアとしての活動は無理です。 

 古い役員のやりたい放題がなくなれば。 

 仕事をしているので今は無理。定年退職したら始めたい!?ボランティア…でも、現在、母、義母が認

知症なのでやっぱり無理かな…。 

 問いとは違いますが、●●□丁目にいますが、町会に入らない若者の一戸建ての住人がいますが、町

会に入らない奴は公的サービスを受けさせないで下さい。ゴミ回収時カラスの後始末もぜず追い出

してほしい。 

 脳出血の後遺症があるため、参加することが迷惑になってしまうので私はできません。 

 膝が悪いためどの活動もできません。 

 

＜否定的な意見のうち、人との会話やふれあい等に関するもの＞ 

 自主的に参加するのはいいが、強制的になかば押しつけで参加させられてる感があるので迷惑な部 

分がある。 

 ご近所の昔からの人たちが幅をきかせて（大きな顔をして）はいりにくい。新しい人たちを受け入れ

るムードがなく、機会を経て町会から抜けました。 

 コミニュケーションが苦手なので、各種活動に参加したいと思わない 

 地域での話し合いで話がまとまらないことがある。協力もむずかしく人間関係がむずかしい。 

 

＜今後への意見＞ 

 自身何も出来ませんが、活動している方には申し訳ありませんが活動の実態が分かりません。 

どんな活動が本当に必要か話し合うか意見を募集の場を設ける。 

 地域に貢献したいと思って、60 才で仕事をやめようとしていたが、 

 後任が見つからず（応援してもこなくて）辞められない状況です。 

 大阪市認知症介護指導者ですし、認知症に関連することを自分の住んでいる区で貢献できたらと考

えています。勤務地では、キャラバンメイト活動、認知症の様々なネットワークなどにも参加してい
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ます（研修企画など）。 

 活動に参加するにも一人なので、まわりが知らない人ばかりになる。一人で参加する人ばかりを集め

てそこから参加できる方法を考えていただけるとありがたい。 

 ボランティアに興味はあるが、現在の自分を考えると責任を持っての活動は難しい。具体的な活動は

考えたことがないが、するとしたら子どもに関係すること。 

 健康講座、終活講座、イスヨガストレッチ 

 スマホ教室 ライブ演奏 ギター教室 カラオケ教室 

 子供食堂運営ボランティア 

 認知症の方の家族に寄り添えるような活動があればと思います。ただ私は「認知症サポーター」制度

を知りませんでした。家族が認知症をわかった時すぐにサポーター制度を利用することができるよ

うにもっと広報活動したいし、してほしい。 

 スポーツ大会の実施。 

 災害･紛争時の対応を計画してみるのは？貧困者への支援活動など。 

 鶴見緑地にお花見ピクニックなど。 

 校庭が空いてる時間に、スポーツを楽しむ活動があれば参加･協力したいと思う。 

 趣味の教室 

 遺品整理 

 外国にルーツのある子ども、人達への支援。 

 麻雀大会 

 自ら企画するとしたら、セルフケア、ハンドトリートメントやヘッドマッサージ、足首や足のマッサ

ージをご自分でできるようにサポート。 

 夏休みに限らず、公園などで行うラジオ体操を夕方に行ってもよいのではと思う。みそ作りは男女共

同ではダメなのか? 

 常にふれあい喫茶のような所で、出かけていけるようなところがあればと思う。 

 シニア世代よりも若い人、ママ、パパ、子供にとって「参加したい、メリットがある」活動大事と思

います。シニア世代へのサービスは減少した方がよい。多すぎる。 

 子ども食堂、学習支援 

 以前はボランティア活動をしていましたが、今は時間に余裕がありません。時間に余裕ができたらし

てみたいと思います。介護者家族のサロン。 

 年齢を重ねると、ヒザ･腰･股関節などをはじめ、どこかに痛みや不調をかかえる方が多いです。そし

て「運動は無理」となってしまいますが、そんな方でも気持ちよく体を動かすことで元気になってい

ける。すると心も明るく元気になれると思っているので、そんな教室を開けたらと考えています。 

 参加自由で、前もっての予約ではなくて時間があえばなど。 

 医療行為が必要な介護中です。コロナを経験して、必要な医療物資が入手困難な案件がありました。

ドラッグストアに無い物です。買い忘れ、夜間の人手不足、お困りの介護援助者の支援したいです。 

 行けるタイミングの時に自由に参加できるような活動があれば参加しやすいです。 

 バザーや飲食サービス 

 区民テニス大会、ゴルフ大会 
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 視力障がいの方々の外出（遊戯）など出来る事は無限です。 

 土、日、祝でも実施される教室。例、編み物教室、ペン習字など。開催されているが以前調べたら平

日だった。 

 居住年数の短い者でも参加しやすい雰囲気作り。 

 ひきこもりの児童、生徒が増えているので少人数で学ぶ場（機会）を支えられるような（サポート）

ができればと思う。 

 楽しく運動する。 

 親の介護が終わったら友人ができそうで、時間や体力に負担が重くない活動は考えたい。 

 音楽関係の活動。 

 鶴見緑地の活性化とか鶴見区にお金が入るような企画を考える、活動。 

 自営業で体動く限りは仕事をすると思うので、仕事をやめてからでしたら、体操やストレッチを音楽

と共に楽しめると行きたいと思うし、やってみたいと思う。音楽があると気持が前向きになり動きや

すい。 

 文化的な発表 講演 

 子供に愛着があるので、乳児院、児童養護施設、里親などに少し興味があります。 

 活動日数や時間、月に１日程度～にして、自分にあっている、面白いと思えば、もっと活動日数、時

間が増えるのでは。 

 たくさん方々と助け合うように、声掛けや皆さんの声が聞こえるようになりたいです。 

 子供の見守り隊（通学時などの安全確保） 

 今は仕事をしているので時間がない。１日は無理です。半日ならいいかなと思います。 

 児童委員として学校との情報交換を積極的に取り組んでいきたい（コロナのため取り組むことがで

きない）。 

 夜にできる活動があれば? 

 今は取り組みたいと思う時間がありませんが、一緒に活動する仲間がいたら花が好きだから花づく

り活動をお願いしたいです。 

 街の美化。 

 音楽に関するイベント、小編成のオーケストラコンサート。 

 救急隊員、消防隊員の出動に参加してみたい。 

 一人で出来る活動の物作り 

 スポーツや音楽、その他の事を教える（初歩的な事）を、お金がかからずに専門の人より子供等にコ

ーチング、他出来る様にする（鶴見区在住の大人より）。 

 体操教室 

 世代に問わず、目に見えない障がい。車イスなど自分自身では、こもり生活になっている方など･･･

に対してはなかなか参加できないが。年に数回でもお茶会などで話ができたらいいと思う。行政が動

いてくれると安心して参加できると思います。 

 病院でのボランティアがしたい。 

 ペットボトルキャップ集め 

 子供（０∼10 才ぐらい)が楽しめる活動。室内遊び、パズルなど教育的な活動、読みきかせ。 
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 音楽活動の企画イベントに参加。認知症、障がい者のサポーターはできると思います。 

 ポイ捨てゴミを無くす活動(タバコの吸い殻・犬の糞) 鳥獣被害対策(カラス・猫・ハクビシン・アラ

イグマなど) 

 野菜作りイベント 

 紙芝居の読み聞かせぐらいならできるかな? 

 現代の生活形態では難しいと思いますが、高齢者を対象としたイベント。 

 自分も楽しめる活動 

 自分がやりたいものと違う。例えば鶴見緑地の美化に結びつくような活動なら参加したい。 

 活動をするためには各諸団体に所属していないといけないのか。諸団体での活動は動員が多く、主体

的に参加しているように見えない。又、NPO や企業などの姿がみえない。小学校単位とか団体とかし

ばられない「どなたでも」自由に参加できるような仕組みを構築してほしい。例えば趣味やスキルを

通して集まった仲間づくりから、地域の活動につなげるなど居住している小学校単位でしばらない

でほしい。少し離れた人たちとなら活動できる人もいるのです。近所すぎるとわずらわしいこともあ

りますので。 

 発達特性を持った人々の支援。 

 参加幅が少ないと限られた人ばかりの参加となるため、できるだけ多くの人が参加できるようにす

る。・折り紙を使って季節にあったものを作る。･色鉛筆などで絵を描く(先生が必要です)。 

 障がい者(特に知的･自閉症)さんの仕事の参加の手伝い。 

 食事サービスに関連して、認知症カフェのようなものがあれば協力したいです。 

 食堂 

 聴覚にハンディがある方へのサポート。 

 ウォーキングは参加したい。 

 詐欺被害をなくす取り組みや子供達を守る取り組み。 一般区民では、限界が有りますので特権を持

つ警察官（警察署）との連携が必要。 

 通訳ボランティア 

 学校等の花壇の手入れ、小学校の夏休みのプール開校のお手伝い 

 昔、社協参加の際にとても勉強になりました。１人でも多くの笑顔に出会えることは有意義であり楽

しかったですが、一員になると強制的に参加させられる場面が多く、かなり時間的に負担になったと

感じます。鶴見区の現状はわかりませんが仕事の時は考慮していただけたらもっと参加しやすくな

ると思います。 

 野良猫のボランティア活動など。 

 長時間ではなく、１～２時間で終了するような活動。 

 楽しく手作り、もの作りができる活動。 

 消火活動･人命救助など AED 他。 

 

＜その他＞ 

 別団体で活動中のため時間が取れない。 

 仕事を退職した時に考えたい。 
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 車道や歩道の雑草がとても気になります。気にならない人は気にならないのかもしれませんが、これ

からもっと高齢社会になり、人口も減っていくと誰が雑草を抜くんだろうと思います。鶴見緑地も雑

草がのび放題です。雑草がのび放題になるとゴミや、犬のフンもふえ、ハエも多くなります。これか

らどんどん人口は減少するので、花を植えても、その後、こまめに手入れする人間はいないのだか

ら、花を植えるより、雑草を抜くことの方がキレイになると思います。私は週３日マンションの清掃

にいっているので、雑草を抜く活動があれば週１日ぐらいしかでれないかもしれませんが活動に興

味はあります。 

 引越しするかもしれないので、考えていない。 

 仕事をしているので活動に参加できない。 

 フルタイムで就業中のためできません。 

 時間と生活に余裕ができれば活動を考えたい。 

 会社、団体退任後参加した。 

 今は仕事をしているので活動できないが、今後退職した後は参加したい。 

 問７で町会に「1.加入している」を選択した。しかし、実際には加入した覚えはない。マンションの

管理費と併せて強制的に町会費が徴収されており、個人の意思とは無関係に強制加入の状態である

ため、「加入している」を選択したものである。 

 片寄りの少ない催し、予算を有効活用して頂きたい。 

 地域のつなげ隊の「おたすけ愛」のお手伝いをさせて頂いてますが、もっと広めていけたらいいと思

います。 

 仕事がおわり自宅にいるようになったら社会貢献したいとは思っています。 

 今は仕事と生活で手いっぱいなので、時間がなく考えられない。 

 日本は地震が多い。防災訓練は必要。 

 別になし。今は仕事で精一杯です。 

 思い浮かばない。 

 防災 何かあればどうするかがあまり見えない。駅や道に防災に関する表示板などがあれば良いの

ですが。 事故 高齢者が多く、老人特有(学生にも多い)の自分勝手な行動でハットする事が多い。

小学低学年と同様に誰にも注意の出来る交通監視員の配置が必要だと思います。最近は他人に注意

する事が、難しい状況なので行政の後ろ盾がないと注意する人も出てこない。 

 したくても簡単には出来ないと思います。町会の班長（２年間）をした時に、みんなで意見を出し合

い話し合って決めるという事が一度も無く、町会長の指示に従うのみでした。言われた通りに動くた

だのお手伝いでしかなかったので連帯感も達成感もさほどありませんでした。今の時代に合わない

やり方でも「ずーっとこうしてきたから、こうしてください！」と押し通されてしまいます。 

 現在、朝９時より夜 20 時まで忙しく仕事をしております。私自身のことで申し訳ありませんが、週

休２日制の会社員ですが休みの日は家事、用事、ストレス発散のため自由にしていきたいので暫く参

加は考えておりません。町会費と募金（各種）だけの協力にてお願いします。 

 今は、仕事があるので、参加できない。 

 特に決まった活動は、思い浮かびません。 

 今はとにかく仕事で忙しいので、活動する予定はないが、３年後は退職して、何らかのボランティア
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活動に参加するつもりでいる。 

 地域のボランティアや、諸々の活動に参加したい気持ちはあるが、現在医療機関で働いており、時間

的に無理がある。仕事をリタイヤ後は、地域の人々とふれあえる様な活動に参加したい。 

 町会の手伝いぐらいなら出来るが、特には無い。 

 現在は仕事をしているため、仕事に影響のでる活動に参加することは難しいです。 

 毎日、親の介護をしているので、日も考えてるゆとりがないです。将来は、ボランティアとかしたい

のですが。 

 今は仕事が忙しく参加する時間がないので、もうすこし暇になったら考えます。 

 自分の親の認知症問題や仕事で忙しく、参加できない。 

 日々の生活でいっぱいいっぱいなので参加することは今のところ考えていません。 

 特になし。平日は、仕事のため時間がない。 

 フルタイムで働いているのでまだ時間的に余裕が無いので、いずれ活動に参加できたらと思います。 

 リタイアしたら話は別だが、現役に地域活動は遠い。 

 以前はベビーシッターや介護、病児保育などのボランティアをしたいと思っていたが、年をとるにつ

れ自信がなくなりました。ごく簡単なことから始めたいとは思う。 

 高齢者と同居しているため、不要な外出は控えています。今はどの活動も取り組めません。 

 まだ仕事をしているので、活動は無理かと思います。 

 フルで働いているので活動する暇がない。 

 病気のため、外出ができない。活動は付き人がいるのでできない。 

 リタイヤしてから考える。自然に取り組む活動とか。 
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５ 有償ボランティア派遣制度「まちの支えあい活動」（通称：『あいまち』） 

問 20 あなたは、有償ボランティア派遣制度「まちの支えあい活動」（通称：『あいまち』）を知っていま

すか。【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「まちの支えあい活動」を知っている人の割合は全体の 34.8％。 

 

【性別】 

「まちの支えあい活動」を知っている人の割合は男性が 20.6％、女性が 43.6％。  

 

【仕事の状況別】 

「まちの支えあい活動」を知っている人の割合は「していない」が最も多く 44.2％。  
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５ 有償ボランティア派遣制度「まちの支えあい活動」（通称：『あいまち』） 

問 21 あなたは、『あいまち』において活動をしたこと、又は活動をしてもらったことがありますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

96.7％の方が『あいまち』を「利用したことが無い」。   
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回答者計（名） 750 8 4      - 725 13

回答者計（％） 100 1.1 0.5      - 96.7 1.7

活動をしたことがある

1.1%

活動をして

もらったことがある

0.5%

利用したことが無い

96.7%

不明

1.7%

(n=750)
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５ 有償ボランティア派遣制度「まちの支えあい活動」（通称：『あいまち』） 

問 22 あなたは、『あいまち』に参加して活動をしてもよいと思いますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「参加して活動をしていないが、してもよいと思う」と答えた人の割合は全体の 28.3％。 

 

【性別】 

「参加して活動をしていないが、してもよいと思う」と答えた人の割合は男性 30.1％、女性 27.3％。  

 

【仕事の状況別】 

「参加して活動をしていないが、してもよいと思う」と答えた人の割合は 

パートタイムの仕事が 25％、フルタイムの仕事が 31.6％、「していない」が 25.8％、自営業が 29.7％ 。 
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回答者計（名） 750 6 212 500 32

回答者計（％） 100 0.8 28.3 66.7 4.3

すでに参加して

活動をしている

0.8%

参加して

活動をして

いないが

してもよい

と思う

28.3%

活動をしたい

と思わない

66.7%

不明

4.3%

(n=750)
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【有償ボランティア派遣制度『まちの支えあい活動（まちあい）』の認知別】 

「有償ボランティア派遣制度『まちの支えあい活動（まちあい）』の名称、仕組みを知っている」 

人のうち、「すでに参加して活動をしている」人の割合は 3.6％、 

「参加して活動をしていないが、してもよいと思う」人の割合は 35.5％。 

 

「有償ボランティア派遣制度『まちの支えあい活動（まちあい）』の名称は知っているが、 

仕組みは知らない」人のうち、「参加して活動をしていないが、してもよいと思う」人の割合は 36.4％。 
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名称、仕組みのいずれも知らない
(n=484)
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  全  体 750 6 212 500 32

 100 0.8 28.3 66.7 4.3

名称、仕組みを知っている 110 4 39 63 4

 100 3.6 35.5 57.3 3.6

名称は知っているが、仕組みは知らない 151 1 55 89 6

 100 0.7 36.4 58.9 4
名称、仕組みのいずれも知らない 484 1 118 347 18

 100 0.2 24.4 71.7 3.7
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６ 「認知症サポーター」制度 

問 23 あなたは、「認知症サポーター」制度を知っていますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「認知症サポーター」制度を知っている人の割合は全体の 21.6％。  

 

【性別】 

「認知症サポーター」制度を知っている人の割合は男性が 12.8％、女性が 27.3％。 
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回答者計（名） 750 60 102 581 7

回答者計（％） 100 8 13.6 77.5 0.9

名称、取組

内容を知っている

8.0%

名称は知っているが、

取組内容は知らない

13.6%

名称、取組内容の

いずれも知らない

77.5%

不明

0.9%

(n=750)
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６ 「認知症サポーター」制度 

問 24 あなたは、「認知症サポーター」になってもよいと思いますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「認知症サポーターになっていないが、なってもよいと思う」と答えた人の割合は全体の 16.4％。 

 

【性別】 

「認知症サポーターになっていないが、なってもよいと思う」と答えた人の割合は男性 14.2％、女性

18.1％。 

 

【仕事の状況別】 

「認知症サポーターになっていないが、なってもよいと思う」と答えた人の割合は、 自営業の仕事が最

も多く 21.9％。  
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回答者計（名） 750 25 123 583 19

回答者計（％） 100 3.3 16.4 77.7 2.5

すでに認知症

サポーター

になっている

(講習会を

受講した)

3.3%
認知症サポーター

になっていないが

なってもよいと思う

16.4%

なってもよい

と思わない

77.7%

不明

2.5%

(n=750)
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【認知サポーターの認知別】 

「『認知症サポーター』制度の名称、取組内容を知っている」人のうち、 

「すでに認知症サポーターになっている」人の割合は 38.3％、 

「認知症サポーターになっていないが、なってもよいと思う」人の割合は 28.3％。 

 

「『認知症サポーター』制度の名称は知っているが、取組内容は知らない」人のうち、「認知症サポーター

になっていないが、なってもよいと思う」人の割合は 23.5％。 
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  全  体 750 25 123 583 19
 100 3.3 16.4 77.7 2.5

名称、取組内容を知っている 60 23 17 17 3

 100 38.3 28.3 28.3 5
名称は知っているが、取組内容は知らない 102 2 24 73 3

 100 2 23.5 71.6 2.9

名称、取組内容のいずれも知らない 581      - 82 490 9
 100      - 14.1 84.3 1.5
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７ あなたご自身について 

問 25 あなたが行政情報や地域情報を入手する手段を選んでください。 

【いくつでも選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

「区の広報紙」（75.1％）が最も多く、次いで、 

「地域の回覧板等」（53.3％）、「掲示板（地域）」（27.6％）の順に多い。  

 

【性別】 

男性・女性ともに「区の広報紙」、「地域の回覧板等」、「掲示板（地域）」の順に多く、「区の広報紙」では

男性が 63.8％、女性が 82.6％、「地域の回覧板等」では男性が 46.5％、女性が 57.7％、「掲示板（地域）」

では男性が 26.2％、女性が 28.9％。 

 

【「その他」と回答された方のご意見（抜粋）】 

 インターネット 

 町会の会合等 

 町内会の役員。 

 連合の人との会話より 

 友人からの情報 
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回答者計（名） 750 563 106 27 400 207 58 66 19 20

回答者計（％） 100 75.1 14.1 3.6 53.3 27.6 7.7 8.8 2.5 2.7
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７ あなたご自身について 

問 26 あなたが、現在取り組んでいるボランティア活動（地域の活動に限らない）はありますか。 

【１つ選んでください】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体的傾向】 

88.4％の方が取り組んでいるボランティア活動は「ない」と回答。  

 

【仕事の状況別】 

「ある」と答えた人の割合は、パートタイムの仕事が最も多く 11.7％。 
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回答者計（名） 750 64 663 23

回答者計（％） 100 8.5 88.4 3.1

ある

8.5%

ない

88.4%

不明

3.1%

(n=750)
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７ あなたご自身について 

問 27 あなたが取り組んでいる活動において魅力的に感じることをご記入ください。 

【自由記入】 

＜好意的な意見＞ 

 ボーイスカウト大阪連盟 

 ヘルスメイト(まだ、登録のみで活動までは実施できていない)。 

 地域の助け合いの為。 

 町会の役になった。65 歳以上の仕事を定年退職された方にしてほしい。平日は仕事をしているので

動けない。定年退職後なら町会の活動以外でもボランティアをしたい。 

 マンションのことがよくわかる。 

 好きなお花に囲まれながらのボランティアです。日は選択できるので事前にスケジュールを合わせ

られます。 

 視力障がい者の野球（グランドソフトボール）審判など 

 保護犬、猫団体への寄付 

 社会福祉法人大阪市障害者福祉スポーツ協会で有償ボランティアとしている。障がい者の方へ指導

をしている。 

 ホスピスにおける、ぬり絵やフォトによるアートセラピー 

 手話を勉強し、ろうあ者に確実な情報を提供できること。 

 会社の CRS 活動で森林保全や世界遺産の保全に携っていますが、ボランティア的な面の他においし

い食事や温泉のレクレーションも兼ねている。 

 動物に関することなので、自身が飼ってる動物の色々な情報が手に入る。 

 防災リーダーを頼まれてやっていますが、興味もあり引き受けました。 

 自分自身の能力向上。 

 防犯パトロールは安心・安全に貢献できていると感じる。見守り隊は生徒さんの登下校の見守りは大

切だと思います 

 歌のボランティアや傾聴ボランティア等はコロナ禍現在施設への訪問ができないので中止ですが再

開できれば是非協力したいです。 

 茨田地活動/青福 

 やりがいがあると感じた時。 

 おもちつき、高齢者食事サービス、防災訓練、ふれあい喫茶、子育てサロン 

 ゴルフ競技の運営。 

 生きづらさを感じていた。発達障がい者、発達特性を持った方々が自分らしく生きるために一歩一歩

進んでいく様々を見れることにとてもやりがいを感じます。 

 罪をおかしてしまった方を激励し関わっていくことで社会復帰できるお手伝いができること。 

 会社の社会貢献活動 

 一年に一度ある掃除。 

 勤務先ビル周辺のゴミ拾い 

 知識が広がる 



 

57 

 

 東京都にてシングルマザー宅への家族分お弁当配送（自転車） コロナで仕事に行けなかった時は、

北海道の保健師、幼稚園の先生などへ送付する洗えるマスクの作成寄贈（合計 6200 枚） 

 小さなことでもなにか世の中のお手伝いができる。 

 鶴見緑地で年に１回程度草引きをしている。人のためになることは喜ばしい。 

 地域の人に喜んでいただけることが嬉しい。 

 活動に参加したい気持ちはありますが、気力･体力がついてこない今日この頃です。またいつの日か

地域の役にたちたいです。 

 

＜好意的な意見のうち、人との会話やふれあい等に関するもの＞ 

 地域で顔見知りの人が増えた。 

 色々な方と繋がりが持てる事。微力ながら役にたっているかなあと思える事。 

 防犯今津支部にてお手伝い中。先日の秋祭りなど地域内の人とつながりができる点。 

 新しい人との出会い。 

 子育てサロンで不安に思っている親子さんがいるかと思うと気がかりです（現在行事が出来ていな

いため）。子育てサロンで遊びや話をすることで私も元気が出る。 

 いろんな年代の方とのコミュニケーションや、いろんなお話しすることで知らなかったことや勉強

になることがたくさんあること！ 

 塾の講師をしておりますが、作品が出来上がった時参加されている方々が喜んでいただけること。 

 時々子ども食堂に参加している(他地域)。子どもがおいしそうに食べてる姿を見るのが楽しいリー

ダーの方の人間性がすばらしい。 

 コロナで活動がストップしていますが、子育てサロンで小さいお子さんとの交流が楽しいです 

 人様のためにお役に立てる、うれしいものです。 

 人と知り合い仲間になれること。 

 仲間が増える 

 地域住民との交流。 

 顔も知らない人と短時間でも同じ作業を行うことにより、年齢差･男女別もなく話せていろいろな情

報があっていいと思います。 

 

＜否定的な意見＞ 

 魅力は無い 

 

＜今後への意見＞ 

 目標になっていることが明確である。 

 利用者に喜んでもらえる。 

 地域の方のお役に立てる事。今自分に出来る事はしていき、喜んでもらえると嬉しいです。 

 目的に賛同できること。 

 班長とか役員ではないが、一般ごみ回収車が来た時自宅にいれば手伝い、職員に声をかけ手伝う。何

もせず町会費を払わない奴はペナルティを与えたらよい。 
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＜その他＞ 

 20 年以上経っている。おそらく●務感でやっている。 

 大阪市を潰そうとするため、政者たちの魔手から大阪市を守りたいという思いで集まった方々と活

動することで思いを共有することができています。 
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III. アンケート調査票 
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